
ノバホールといえばかれこれ30年ほど前のピアノの発表会が思い出です。フリルの付いたお気に入りのワンピースを着て弾いたモーツァルトのきらきら星の変奏曲。緊
張したけどグランドピアノの音がとても良く響いて嬉しかったのを覚えています。今年の冬はノバホールで第九合唱に挑戦。久々に立つ舞台が今から楽しみです。（みず
のん）／ピアノ演奏家ノバホールのお気に入り席を探そう、という企画でいろんな座席で鑑賞させてもらった企画は秀逸でした。（J－8086）／30年以上前の新婚時代に
クリスマスの時期、チックコリアのコンサートに行きました。（やっちゃん）／小学校の合唱コンクールで使用させていただきました。小学生ながら大きなホールで友達
みんなと声を響かせる感動を、この年齢になり思い出します。ノバホールは私と旧友達の大切な思い出です。（こうすけ）／楽しいコンサートを身近に見ることが出来た
（いか）／ アルスホールで始めた音楽会が21年前のことになった。ノバホールに会場を移
して音楽の幅が広がり、良い演奏家の様々な音楽会ができるようになり、毎回つくば
へ行くのが楽しみになった。これから40年後のノバホールも是非見てみたい！（作曲
家・神津善行） ／40年前、小学生の時、学校で鼓笛隊をやっていました。顧問の先生が、「こんなすごい所で演奏する機会は二度とない！」ととても興奮され
ていました。先生はノバホールのステージ上で演奏すると勘違いされていて、実際は外（センター広場？）だったようです。しかも、雨天のため屋内になり、レストラン街
の通路、ピザの香りが漂う中で演奏しました。あんな所で演奏する機会は二度とないと思います。（Tohllyam）／初めて子どもと聴いたオーケストラのコンサート。当時
４歳だった子どもに楽器から奏でられる生の音を聴かせてあげたいと思い「ジブリの思い出がいっぱい」というコンサートを聴きにいきました。「となりのトトロ」をは
じめ、子どもにも馴染のある曲と楽しいMCで、私たちも「思い出がいっぱい」になりました。（おソノさん）／初めて舞台にあがった日は、つくばで第九でした。緊張でいっ
ぱいでしたが、ステージからみる観客席は広々としていて輝いていました。とても伸びやかな気分で歌い切ることができ、素敵な体験になりました（二鳥）／つくばで第
九　つくば市に住んでからは年末の恒例として欠かさず鑑賞しています。プロの音楽団、市民の合唱団、見事です。（サッカーボーイ）／毎年、年末の風物詩として、ノバ
ホールでは第九の演奏が行われてきた。礼服を着るまでは、すれ違ってもただのおじさんとおばさんたち。でも、舞台袖からステージに向かう姿は別人になる。キラキラ
とライトをあびて全員がまとまって声をあわせる姿は忘れない。（荒さん）／以前、ウクライナのキーウバレエを観て素敵だったので、2020年の白鳥の湖のチケットを購
入しました。家から近いし良い席を取れたのに、新型コロナ感染症の影響で翌年に延期になり、結果中止になりました。後に大病を患い、その後の上演も観ることができ
なくなってしまいましたが、治療ももうすぐ終わるので次の上演があったら今度こそ観たいです。（kumao）／学生時代、所属していたサークルの演奏会の裏方をしてい
た時。当時はまだ舞台裏や楽屋の廊下にびっしりとあったサインや落書き、シールなどがありました。いざ本番、マエストロが舞台袖の壁にタッチして舞台上へと登場さ
れ、タッチしたところを見ると小澤征爾さんのサインでした。そのことを打ち上げでマエストロに伝えると、小澤征爾さんに触ったのは無意識だったそうです。マエスト
ロの敬愛される方のサインを舞台に向かう道中で触れるお姿、今でも鮮明に覚えています。私が卒業前、これらのサイン落書きは全て消されてしまいました。学生のひど
い落書きもありましたので仕方ない面もありますが、私にとってはノバホールの舞台裏といえばあの光景です。（33期技術委員長）／1988年のことです。当時私は筑波大
学の1年生で吹奏楽団の演奏会の照明係として照明室に入りました。当時のノバホールの舞台担当は西村さんという方で、とても仕事に厳しく、過去に照明係を務めた先
輩たちは必ず一度は怒られていたそうで、「お前もきっと怒られるよ」と脅かされていました。照明の演出内容は演奏する曲ごとにこちらで考えたイメージをデモテープ
と一緒に事前にお渡しして西村さんに詳細を作り込んでいただきました。照明の制御盤は２つあり、一方で設定した照明でステージを照らしている間に、もう一方で西
村さんが次の照明の設定を作り上げていました。私の役目は演奏に合わせて２つの制御盤を切り替えるレバーの操作を行うというものでした。その時演奏した曲の中で
１曲だけデモ演奏が入手できなかったものがありました。チャップリンが作曲した「ライムライト」です。この曲の照明がどうなるかは私もリハーサルまで知りませんで
した。いざ曲が始まると、ステージはライムのような透明感のある薄緑色のライトに照らされていました。西村さんは「ほら、やっぱりデモテープが無い方がいい感じに
なるんだよ」とつぶやきました。そして、その時初めて聴いた曲のはずなのに、間奏が始まると「ここでバックの照明の色を変えていく」と言いながら照明のレバーをゆっ
くりと動かし始め、間奏が終わるタイミングにぴったり合わせてレバーを動かし終わるという職人技を見せてくださいました。ノバホールのステージには何度も立ちま
したが、この照明室で目の当たりにした西村さんの仕事が一番の思い出です。ちなみに私は西村さんに怒られることなく演奏会を終え、しばらくの間「奇跡の男」と呼ば
れていました（笑）（すだっぴぃ）／ノバホールの思い出は、2022年8月14日の中山ちあき先生主催つくば市民オペラ合唱団「コーロ1番星」「コーロ1番星ジュニア」のプッ
チーニの遺作オペラ『トゥーランドット』公演です。コロナ感染症の影響で公演が2年間遅れ、3年越しの公演となったオペラでした。それまでの公演は、つくばカピオホー
ルでの土日の2回公演でしたが、感染症対策も在り、思い切って初のノバホールでの1回公演にチャレンジし、見事大成功に終わりました。カピオホールに比べてノバホー
ルは舞台も広く観客席も大きく、ノバホールでの公演が決まってからは、客席の最後の列迄ピアニッシモの歌声をきれいに届かせるために、息のスピードを速くする稽
古をしました。また幕が無いので演出上の工夫で舞台の照明を照明を落として場面転換し、さらに舞台中央に回転式の大きな装置を組み立てて、しかも場面転換では合
唱団全員が協力して大きな装置を回転させるという、今迄に無い演出が設定されました。合唱団は基本的に週1回、4月からは週2回のレッスンで公演を準備しました。ま
た有名な衣装デザイナー桜井久美さんの指導の下、合唱団員は衣装を手作りで製作し、舞台装飾の垂れ幕も全員で自作するという、本当に合唱団全員の手作りで舞台を
創り上げて公演に臨みました。中村真紀さんや岸浪愛学さん塚本正美さん東原貞彦さん等の素晴らしいソリストの方々を迎えながら、果たして合唱団がソリストと質的
に共演できるレベルに達しているかという不安と戦いつつも、構成年齢が高めの合唱団員は、激しい動きを伴う演出に必死でついて行き、公演の成功を目指して全力投
球しました。ノバホールでの舞台装置の組み上げも合唱団全員の協力で行いました。本当に全てが合唱団の手作りの舞台となったのです。中山ちあき先生のピアノをは
じめアンサンブルも素晴らしく、女性指揮者と鈴木恵里奈さん、演出家喜田健司さんの指揮の下で公演は無事に終了しました。幕が無いので、カーテンコールでは合唱団
とソリスト全員が舞台上で並び、観客の方々の物凄い拍手を受け続けました。コロナでしばらく公演が出来なかった様々な合唱団の思いも有ったのでしょう。ソリスト
が舞台袖に引っ込んでは再登場しますが、拍手が鳴り止みません。おそらく、観客の方々は、合唱団にも拍手を送りたかったのでしょうが、そこまで気付かなかった演出
では、合唱団が一歩前に出ることも無く、問切れることなく続く拍手を受け続けていました。まさしく『トゥーランドット』オペラの最後を飾る「Vincelo！ 」（勝利し
た！）の通り、私達はコロナに勝利したのではなかったのか、そして観客の方々も公演を共にすることで、何物かに勝利したのではなかったのかと確信しました。これが
私のノバホールの最高の思い出です。（きよっさん）／大学生の頃、オーケストラの定期演奏会で、ノバホールで演奏していました。ノバホールは本当に響
きのよいホールで、毎回、本番前の初めてのノバホール・リハーサルでは、あまりの普段の練習場との音響の違いに面喰って、演奏が止まってしまっ
たり、まわりの人と音が合わずにチグハグになったりして、指揮者の先生をカンカンに怒らせていたことを思い出します。本番では、熱いスポットラ
イトに汗をダラダラたらしながら、自分の友達が来てくれているか、客席を探したり、あるときは大ソロがうまく演奏できず、控え室に戻ってから大
泣きしたり、ノバホールには沢山の思い出が詰まっています。ノバホールは自分の青春です。（よっと）／1987年～1990年に筑波大学の吹奏楽団に
所属しており、ノバホールでは定期演奏会を開催させて頂いたり数々の思い出があります。その中でも1989年6月にパリトロンボーン四重奏団と共
演させて頂いたことは忘れられません。当時は私は吹奏楽団の学生指揮者でしたが元々はトロンボーン担当でしたので、共演した時には指揮をしつ
つもパリトロンボーン（パリトロ）の方々の物凄い音色、音圧、音楽性に聴きいってしまいました。一曲目は吹奏楽とトロンボーン四重奏の協奏曲で3
楽章あったのですが、パリトロのあまりの素晴らしさに1楽章終了後に会場から拍手が出て、何と指揮者の私も拍手をしてしまいました。しかしパリ
トロの４人は何事もなかったかのように2楽章に突入し、私は顔から火が出るおもいでした。でもその後は演奏は順調で共演の間は本当に夢のよう
な時間でした。翌年もパリトロがノバホールに来た時に楽屋に挨拶に行かせてもらったのですが、「あの時の指揮者ね」って覚えていてくれていたこ
とに感動しました。ノバホール最高です！（ふじさん）／ 40周年おめでとうございます。40年前の自分はカー
チス音楽院に編入の頃でした。コロナの2021年からこちらで「品川カルテット」を2
年続けて昼と夜2回ずつ演奏しています。まだまだ試行錯誤を重ねながらノバホール
のベストポジションを探します。カルテットはまた来年是非お楽しみに。（ヴァイオ
リン・古澤巖） ／ノバホールは、40年間のいろんな思いでが詰まっています。とりわけ、2022年暮れの「つくばで第九」公演は、感動ひとし
おでした。  当時は、コロナウィルス・パンデミックによって合唱練習もままならない歳月が３年間続き、コロナ収束の兆しが見えた中、関係者の努
力によってやっと開催に漕ぎつけた公演でした。  おりしもウクライナ侵攻によって世界中に不穏な空気が漂う中、世界平和を望む人たちの活動が
広がり始めていました。  私たち「つくばで第九合唱団」もノバホールの大きな舞台で、世界平和と人類愛を歌うベートーベンの第九「歓喜の歌」をた
くさんの観客にお届けし、そして「良い年の瀬を迎え、来年の希望が持てた」という感想を聞くことができました。ノバホール公演の一生の思い出に
なりました。（マッキー）／このたびは、“ノバホール 創立40周年”おめでとうございます。とくに、“つくば国際音楽祭”が大好きです！私はかなり以
前には、お仕事のお手伝いなどをさせていただきました。1997年11月には、エマニュエル・クリヴィヌ（指揮）、マルタ・アルゲリッチ（ピアノ）、ヨー
ロッパ室内管弦楽団さまの公演でした。アルゲリッチさまの“ベートーベン ピアノ協奏曲第１番”がとても素晴らしいかったです！実ばその演奏会
についての出来事がー。準備の影響なく、ほっとしたところ、アルゲリッチさまが、使いたいものが必要だと...。それは、洋服アイロンでした。おそら
く、ドレスのための、ですね。こちらでは、すぐに自宅のアイロンを取りに行き、使っていただきました。演奏までには間に合うことが出来ました。そ
して、全ての演奏会が終了。おつかれさまでした！その時に、突然に”マルタ・アルゲリッチ”さまがアイロンにサインをしてくださったのです！感謝
致しております。ノバホールには、いつもとても楽しい方々がいらっしゃいます。またいつかー。ノバホールで、会いましょう！（吉波信子）
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申込フォームよりご応募ください

抽選で、各公演ペア２組４名様をご招待！

※公演の最新情報は、各HPをご確認ください
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ノバホール
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TCFメンバーズ
チケット先行予約・チケット割引
情報配信・飲食店割引など特典盛り沢山！

つくばシニア割
TCFチケットが1,000円割引
つくば市在住
満70歳以上（2023年度以内）

年会費500円
窓口（ノバ・カピオ）／ネットから入会！

※1対象公演につき、本人1枚分を割引
※割引適用には所定のお手続きが必要です
※詳しくはHP・各公演チラシ等をご確認ください

※詳しくはHPをご確認ください

ノバホールは2023年、開館40周年を迎えました。 これからも沢山の感動を、あなたと。



ノバホール開館40周年記念「第16回つくばで第九」

[指定] ￥3,300(TCFメンバーズ￥3,000)、U25￥1,650

ヴェルディ：歌劇「シチリア島の夕べの祈り」序曲
ベートーヴェン：交響曲第９番ニ短調 作品125「合唱付」

7月 -
8月

夏休みアート・マルシェ2023
＠筑波大学・茨城県つくば美術館

8.20
イープラスpresents 「ピアノの森」ピアノコンサート2023
＠ノバホール

テレビアニメ『ピアノの森』は、一色まことの
人気漫画を原作とする作品。出演は、その主
人公の親友である雨宮修平役の演奏を担
当した髙木竜馬さん。1曲目はベートーヴェ
ンの「エリーゼのために」をしっとりと歌い
上げ、会場を魅了します。次はショパンの
「子犬のワルツ」。物語の序盤で登場する2曲
から始まり、作品の世界へどんどん吸い込
まれていきます。若手ながら一流の演奏技
術とその素晴らしい表現力、髙木さんの今
後の活躍に期待です。

TCFレポート

これまで「夏休みアート・デイキャンプ」とし

て開催してきた本企画は、今年から「夏休み

アート・マルシェ」にリニューアルし、筑波

大学で子どもたちが「マルシェ（市場）」のよ

うに様々なジャンルのアート制作を体験し

ました。子どもたちがつくった総数257点の

作品は、奇想天外なものもあれば、大人顔負

けのものもあり、展示されたつくば美術館

では多くのお客様が見入っていました。

若い力のある演奏家の生の演奏が聞けて良かった
です。家の近くで、本格的な演奏が聞けるとはとても
幸せだと感じました。

・むずかしいお題だったけれど、筑波大の人達が優しく
 教えてくれたので、よい作品をつくることができました。

・ぼくの絵が（美術館で）展示されていて、うれしかった。

「第16回つくばで第九」指揮者インタビュー
三河　正典 Masanori Mikawa

2022年に、15回目の節目を終えた「つくばで第九」。16回公演は“新生第九”として、国内外で活躍する三河正
典氏を新しく指揮者に迎えます。ベートーヴェンの大曲の魅力などについてうかがいました。

東京芸術大学作曲科・指揮科に学んだのち、パリ・エコール・ノルマル音楽院を首席で卒業。作曲を北村昭、佐藤眞、近藤譲、池野成の各氏に、指揮
を小林研一郎、松尾葉子、秋山和慶、河地良智、ドミニク・ルイッツの各氏に師事。ムスティスラフ・ロストロポーヴィチのもとで研鑽を積む。これ
までに、日本フィルハーモニー交響楽団、読売日本交響楽団、群馬交響楽団、サンクト・ペテルブルグ交響楽団など国内外のオーケストラ等の指
揮をする他、新国立劇場等のオペラ公演や、サイトウキネンフェスティバルなどでも合唱指揮者、アシスタントコンダクターとして活動してい
る。また、東京芸術大学、東京音楽大学指揮科講師として後進の指導にもあたる。

「第九」で一番好きなところはどこですか？

力強さ、美しさなど音楽の持つ魅力が非常に大きい作品であるところ。

日本人が毎年暮れに聴く・演奏する「第九」。なぜこんなに多くの方に愛される作品なのでしょうか？

第一楽章の混沌に始まり第四楽章の歓喜に至るまで、まるで長大な人生物語のような感動を味わえるか
らではないでしょうか。さらにだれもがその場に合唱の一員として参加することが可能だというのも魅力
だと思います。

「第九」を指揮する上で心掛けていることを教えてください

ベートーヴェンが思い描いた人類愛に少しでも近づくことができるように音を紡ぐこと。

初出演となる「つくばで第九」について、抱負や意気込みなどお聞かせください

科学都市のイメージがあるつくばで、文化的な活動も豊かに根付いていくことのお手伝いができればと
思っています。

前半プログラムに「シチリア島の夕べの祈り」序曲を選曲された理由を教えてください

「シチリア島の夕べ」は人と人の争い、愛を描いた作品。ベートーヴェンの第九の世界観に共通するところ
があるからです。

ジュゼッペ・ヴェルディ「シチリア島の夕べの祈り」（1855）
1282年にシチリア島で起こったフランス人虐殺事件が題材となっています。フランスに占拠され抑
圧されたシチリア人の反乱と、その狭間で揺れる登場人物たちの愛と葛藤を描きます。

三河正典


